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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
お

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
五
月
、
町
民
の
皆
様
の
ご

信
任
を
い
た
だ
き
、
町
長
に
就
任

し
て
は
早
や
八
ヵ
月
が
経
過
い
た

し
ま
し
た
。
当
初
よ
り
本
年
の
二

月
二
十
八
日
の
合
併
ま
で
の
限
ら

れ
た
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

私
の
政
治
姿
勢
で
あ
り
ま
す｢

対

話
・
決
断
・
実
行｣

を
モ
ッ
ト
ー

と
し
町
政
に
真
摯
に
取
組
ん
で
参

り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
長
室
の
開
放
な
ど

を
通
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
様
々
な
分
野
に
つ
い
て
、
多
く

の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
や
ご

提
言
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
深
い
思
い
と
真

心
に
接
し
、
日
頃
よ
り
町
政
運
営

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

昨
年
は
九
州
を
中
心
に
台
風
に

よ
る
災
害
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た

が
、
幸
い
に
し
て
当
地
域
は
、
農

作
物
は
概
ね
順
調
な
作
柄
と
な
り
、

胸
を
な
で
お
ろ
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
紀
宮
様
の
ご
結

婚
や
愛
・
地
球
博
の
成
功
、
そ
し

て
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
再
開
で

野
口
聡
一
さ
ん
が
大
活
躍
す
る
な

ど
明
る
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
米
国
の
ハ
リ
ケ
ー

ン
な
ど
世
界
各
地
で
自
然
災
害
が

発
生
し
た
ほ
か
、
尼
崎
の
Ｊ
Ｒ
脱

線
事
故
や
耐
震
強
度
偽
装
問
題
、

年
末
に
は
児
童
・
生
徒
を
巻
き
込

ん
だ
事
件
が
相
次
ぐ
な
ど
、
人
災

に
よ
る
事
故
や
治
安
悪
化
等
が
目

立
ち
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
多
難

な
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
被
災
に

遭
わ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
国
内
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
郵
政
民
営
化
の
改
革
推
進
を

争
点
に
衆
院
選
挙
が
行
わ
れ
、
自

民
党
が
圧
勝
し
、
今
後
改
革
が
一

層
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら
の
補

助
金
の
削
減
や
税
源
委
譲
な
ど

｢

三
位
一
体｣

改
革
に
拍
車
が
か

か
り
、
福
祉
や
教
育
に
か
か
る
国

庫
負
担
金
が
縮
減
さ
れ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、

地
方
交
付
税
も
年
々
減
少
し
て
お

り
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
真
に

厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
中
、

当
町
で
は
、
創
意
と
工
夫
、
必
要

優
先
度
を
念
頭
に
、
各
種
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
と
し
て
、
ま
ず

児
童
数
増
加
に
対
応
す
る
た
め
木

ノ
下
小
学
校
防
音
校
舎
増
築
工
事

と
駐
車
場
や
校
舎
周
辺
を
中
心
と

し
た
教
育
環
境
整
備
工
事
が
年
度

内
に
完
成
し
、
木
ノ
下
小
学
校
の

一
連
の
教
育
施
設
の
整
備
事
業
が

ほ
ぼ
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。
ま

た
、
消
防
施
設
の
整
備
と
し
て
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
三
本
木
地

区
の
第
三
分
団
消
防
屯
所
の
改
築

事
業
を
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
町

営
住
宅
建
替
事
業
と
し
て
奥
入
瀬

西
団
地
の
整
備
や
間
木
・
百
石
一

号
線
道
路
整
備
事
業
及
び
前
蒼
前

地
区
基
盤
整
備
促
進
事
業
に
よ
る

道
路
環
境
の
整
備
も
昨
年
に
引
き

続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
。

さ
て
、
三
月
一
日
の
お
い
ら
せ

町
誕
生
ま
で
二
ヵ
月
を
切
り
ま
し

た
。
今
年
は
、
下
田
町
の
百
十
七

年
の
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
新

町
・
お
い
ら
せ
町
発
足
に
向
け
て
、

も
っ
と
も
大
事
な
年
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
節
目
に
、
と
も
に
町

政
に
参
画
で
き
る
こ
と
に
、
運
命

的
な
使
命
と
責
任
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
下
田
町
に
、
そ
し
て
、
お

い
ら
せ
町
に
生
ま
れ
た
こ
と
、
育

つ
こ
と
、
住
む
こ
と
に
、
生
き
が

い
と
誇
り
を
持
て
る

｢

ま
ち｣

に

す
る
た
め
最
後
ま
で
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も

な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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昨
年
中
は
、
公
民
館
を
多
数
ご

利
用
く
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
昨
年

に
も
ま
し
て
魅
力
的
な
事
業
を
展

開
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。―

職
員
一
同
―

�
�
�
�
�

�
�

１
月
４
日

(

水)

15
時
〜

�
�

中
央
公
民
館

講
堂

�
�
�
�
�
	


�

�
�

１
月
６
日

(

金)

９
時
〜

�
�

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

(

ア
リ
ー
ナ)

�
�


�
�


�

�
�

１
月
11
日

(

水)

９
時
〜

�
�

中
央
公
民
館

大
広
間

・
て
の
ひ
ら
の
迷
路
／
石
田
衣
良

・
激
流
／
柴
田
よ
し
き

・
お
し
ゃ
れ
大
図
鑑
／
美
輪
明
宏

・
生
き
方
上
手
／
日
野
原
重
明

・
か
ん
じ
き
飛
脚
／
山
本
一
力

・
僕
の
妻
は
エ
イ
リ
ア
ン
／
泉
流
星

・
悪
魔
の
種
子
／
内
田
康
夫

・
魔
王
／
伊
坂
幸
太
郎

・
ま
ん
げ
つ
の
夜
に
／
木
村
裕
一

・
こ
ま
っ
た
人
／
養
老
猛
司

・
あ
お
ぞ
ら
／
星
野
夏

・
新
リ
ア
王(

上
、
下)

／
高
村
薫

[

評
文
・
日
野
口
和
子]

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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苫
米
地

昭
子

美
し
い
日
本
の
四
季
に
抗
あ
ら
が
う
こ

と
な
く

｢

年
に
一
度
の
も
て
な
し

を
受
く｣

と
素
直
に
詠
ま
れ
、
そ

れ
を
享
受
す
る
感
性
の
柔
軟
さ
が

こ
の
歌
の
骨
格
を
な
し
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
�
!
"

#
$
$
%
�
&
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(
�
)
�
*
+

中
村

明
子

｢

亡
き
母
も
加
は
り｣

に
作
者

の
愛
惜
の
念
が
。
万
葉
の
頃
か
ら

の
美
し
い
日
本
の
伝
統
と
抒
情
が

し
っ
と
り
と
伝
わ
っ
て
く
る
作
。

,
-
�
.
/


0
�
1
2
1
2
3

4
5
6
+
6
3
7
8


9
:

成
田

経
子

う
っ
と
う
し
い
ぐ
ら
い
に
ど
ん

よ
り
と
し
た
日
々
の
後
の
青
空
。

下
の
句
の

｢

花
鉢
せ
っ
せ
と
日
向

に
移
す｣

の
具
体
的
表
現
に
作
者

の
心
弾
み
か
一
気
に
詠
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
素
直
な
詠
み
を
大
切
に
。

;
<
;
<
3
/
�
.
=
�
>
#
?

3
@
�
�
A
�
B
C
D
E
F

武
田

裕
子

こ
の
歌
の
眼
目
は
何
と
い
っ
て

も
二
、
三
句
の｢

空
の
青
さ
を
包

む
ご
と｣

の
大
ら
か
な
比
喩
か
成

功
し
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
結
句
の

｢
白
鳥
家
族｣

の
止
め
方
も
い
い
。

G
�
�
H
�
�
I
J
I
K




+

B
L
M
N


O
�
�
P
Q
#

佐
々
木

と
も
子

一
万
首
作
っ
て
も
他
人
様
の
心

に
届
く
歌
は
そ
う
あ
る
も
の
で
は

な
い
。
作
者
は
、
そ
の
歌
に
出
逢

え
た
の
で
あ
ろ
う
。｢

枕
辺
に
置

く｣

の
具
体
的
表
現
が
ま
と
を
得

て
い
る
。

R
S
T
:
B
U
�
V
H
�
�
I
W

X
�
�
Y
Z
�
[


\
2
�
]
^

X
=
_
B

富
永

和
子

人
生
の
大
き
な
試
練
に
の
み
込

ま
れ
た
子
を
し
っ
か
り
と
受
け
と

め
抱
き
し
め
て
い
る
。
破
調
で
あ

き
ら
か
に
韻
律
を
乱
し
て
想
い
を

を
の
べ
て
い
る
。

:
H
`


a
�
;
b
$
�
c
a
d

e




f
a
d
e
g
�
:
h
i
Z

3
f
�
�
j
Z
h
e
k
f

日
野
口

愛
美

十
和
田
市
で
行
な
わ
れ
て
い
る
野

外
文
芸
全
国
短
歌
大
会
入
選
作
。

命
の
尊
さ
、
兄
妹
愛
が
伝
わ
っ
て

く
る
と
の
評
で
し
た
。

中
央
公
民
館
で
は
、
新
た
な
年

を
迎
え
、
さ
ら
に
皆
様
の
生
涯
学

習
等
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。｢

学
び
た
い
こ

と｣
｢

や
り
た
い
こ
と｣

｢

こ
ん
な

本
が
読
み
た
い｣

等
々
な
ん
で
も

結
構
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
公

民
館
を
実
現
す
る
た
め
に
、
情
報

の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
央
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る

団
体
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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下
田
し
ら
と
り

短

歌

会

書
道
愛
好
会

下
田
囲
碁
ク
ラ
ブ

民
舞
愛
好
会

し
も
だ
白
鳥

カ
ラ
オ
ケ
会

社
交
ダ
ン
ス

来

楽

部

手
話
サ
ー
ク
ル

裏
千
家
茶
道

同

好

会

煎

茶

教

室

歴
史
と
自
然
を

愛

す

る

会

み
ち
の
く
吟
詠

会 池
坊
華
道
愛
好

会 竜

美

会

音
楽
愛
好
会

生
け
花
愛
好
会

(

草

月

流

)

1
2
3

日
曜
日

(

第
１)

土
曜
日

(

隔
週)

土
曜
日

金
曜
日

木
曜
日

木
曜
日

木
曜
日

木
曜
日

水
曜
日

(

隔
週)

水
曜
日

(

第
２)

水
曜
日

水
曜
日

火
曜
日

火
曜
日

月
曜
日

(

隔
週)

4
5
�

10
時
〜12

時

19
時
〜21

時

13
時
30
分
〜

17
時
30
分

19
時
〜21

時

19
時
〜21

時

19
時
〜21

時

19
時
〜21

時

14
時
〜18

時

19
時
〜21

時

19
時
〜21

時

19
時
〜21

時

17
時
〜18

時

19
時
〜21

時

19
時
〜21

時

19
時
〜21

時

�
6



������������

地
元
の
食
材
を
使
い
、
家
庭
で

簡
単
に
作
れ
る
イ
タ
リ
ア
ン
や
中

華
を
作
り
ま
す
。

�
�

１
月
20
日
か
ら
全
２
回

毎
週
金
曜
日

�
�

10
時
〜
13
時

�
�
�

無
料

�
�
	

自
己
負
担

�



中
村
久
美
子
家
庭
料
理
教
室
主
宰

中
村
久
美
子
氏

(

三
沢
市)

�
�

10
名



�
�
�

１
月
12
日

当
館
利
用
団
体
社
交
ダ
ン
ス
愛

好
会

(

代
表

工
藤
邦
子)

様
よ

り
調
理
器
具

(

両
手
鍋
・

(

中)

２
個)

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

11
月
11
日
に
開
催
し
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
益

金
に
よ
る
も
の
で
す
。

実
習
室

(

調
理
室)

へ
備
え
付

け
、
調
理
実
習
、
事
業
等
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
中
国
入
門

／
ジ
ョ
ー
ジ
秋
山

・
権
力
の
道
化

／
櫻
井
よ
し
こ

・
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
と
。

／
ド
ロ
シ
ー･

ロ
ー･

ノ
ル
ト

・
あ
な
た
が
私
を
好
き
だ
っ
た
頃

／
井
形
慶
子

・
や
せ
る
！
ゆ
が
み
が
消
え
る
！

／
デ
ュ
ー
ク
更
家

・
旬
の
地
魚
料
理
づ
く
し

／
野
村
祐
三

・
実
用
介
護
事
典

／
大
田
仁
史

・
新
生
き
方
上
手
／
日
野
原
重
明

・
に
ぎ
や
か
な
天
地

(

上･

下)

／
宮
本

輝

・
子
ぎ
つ
ね
ヘ
レ
ン
が
の
こ
し
た

も
の

／
竹
田
津

実

・
憑
神

／
浅
田
次
郎

・
風
の
盆
幻
想

／
内
田
康
夫

・
朝
日
殺
人
事
件

／

〃

・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
の
秘
密

／
ロ
ア
ル
ド･
ダ
ー
ル

・
脅
迫
者

／
西
村
京
太
郎

・
と
っ
か
か
り
ん／花

魚･

ク
ジ
ョ
ー

・
優
し
い
引
力

／
檜
山
智
子

・
ツ
チ
ケ
ン
モ
モ
コ
ラ
ー
ゲ
ン

／
さ
く
ら
も
も
こ･

土
屋
賢
二

・
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン

Ｎ
Ｈ
Ｋ
科
学･

環
境
番
組
部

・
居
酒
屋
の
人
気
お
つ
ま
み

／
夏
梅
美
智
子

・
石
見
銀
山
街
道
殺
人
事
件

／
木
谷
恭
介

・
嫌
韓
流

／
山
野
車
輪

・
魔
法
の
心
理
テ
ス
ト

(

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン･

リ
ア
ル)

／
中
嶋
真
澄

・
炊
飯
器
で
ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ

／
濱
田
美
里

・
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語

(

銀
の
い
す･

魔
術
師
の
お
い

馬
と
少
年･

さ
い
ご
の
戦
い)

／
Ｃ･

Ｓ･

ル
イ
ス

・
東
京
奇
譚
集

／
村
上
春
樹

・
楽
園
の
眠
り

／
馳

星
周

・
生
協
の
白
石
さ
ん
／
白
石
昌
則

・
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か

／
五
木
寛
之･

稲
盛
和
夫

・
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス

(

上･

下)

／
恩
田

陸

・
で
っ
た
ら
だ
消
ゴ
ム

／
伊
奈
か
っ
ぺ
い

・
ア
ン
ボ
ス･

ム
ン
ド
ス／桐

野
夏
生

・
リ
ベ
ン
ジ
は
頭
脳
で

／
シ
ド
ニ
ィ･

シ
ェ
ル
ダ
ン

い
つ
も
公
民
館
図
書
を
ご
利
用

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。図

書
の
利
用
期
間
は
２
週
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
刊
に
つ
い
て

は
返
却
待
ち
の
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
期
限
内
に
返

却
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
 
!
"

�
�
�
#
$
%
&
'
(

�
�
�
�
�

�
�

�
	




�

�
	

�

�
�

�
�

��
�

	



�

�
�

�

�





�

※
開
催
日
等
、
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

★
印
は
新
し
く
始
ま
る
事
業
で
す
。
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近
年
、
都
市
化
、
核
家
族
化
、

地
域
に
お
け
る
地
縁
的
な
つ
な
が

り
の
希
薄
化
等
を
背
景
に
、
家
庭

の
教
育
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
少
年
非
行
や
児
童
虐
待

の
深
刻
化
、
急
速
な
少
子
化
の
中

で
、
す
べ
て
の
親
に
対
す
る
き
め

細
や
か
な
家
庭
教
育
支
援
を
一
層

充
実
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
青
少
年
の
問
題
行
動

は
深
刻
化
し
て
お
り
、
特
に
長
崎

県
佐
世
保
市
に
お
け
る
事
件
で
は
、

改
め
て
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
や

情
報
社
会
に
お
け
る
モ
ラ
ル
や
マ

ナ
ー
の
涵
養
な
ど
、
家
庭
教
育
の

在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
子
育
て
支
援
団
体

等
と
の
連
携
に
よ
り
、
親
等
に
対

す
る
様
々
な
機
会
を
活
用
し
た
家

庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提

供
等
を
行
う
と
と
も
に
、
い
の
ち

の
大
切
さ
を
考
え
る
思
春
期
子
育

て
講
座
や
明
日
の
親
と
な
る
子
育

て
理
解
講
座
、
そ
し
て
、
し
つ
け

の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
父

親
の
家
庭
教
育
に
関
す
る
講
座

(

父
親
学
級)

を
実
施
し
て
い
ま

す
。
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10
月
12
日
、
下
田
小
学
校
で
４

年
生
と
そ
の
親
を
対
象
に
、
青
森

県
助
産
師
会
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム

｢
あ
か
り｣

を
講
師
に
開
催
し

ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
い
の
ち
の
音
を
聞
い
て
み
よ
う

・
い
の
ち
の
ド
ラ
マ
を
み
て
み
よ
う

・
お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
は
ど

の
く
ら
い
の
大
き
さ
だ
ろ
う

・
産
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
っ
こ
し
て
み
よ
う

・
産
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う

小
学
４
年
生
は
思
春
期
の
始
ま

り
で
あ
り
、
こ
の
大
事
な
時
期
に

専
門
職
で
あ
る
助
産
師
か
ら
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
指
導
を
受
け
る
こ
と

で
、
児
童
が
性
に
関
す
る
正
し
い

知
識
と
理
解
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
保
護
者
も
共
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
児
童
が
学
校
で
学
ん
だ

性
に
関
す
る
知
識
を
共
感
し
な
が

ら
家
庭
に
お
い
て
も
振
り
返
り
、

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

保
護
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
子
ど
も
た
ち
に
落
ち
着
き
が

で
て
き
て
、
は
や
し
た
て
る
よ
う

な
言
動
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と

か
、
保
護
者
も
分
か
ら
な
い
事
や

子
ど
も
に
ど
の
よ
う
に
接
す
れ
ば

良
い
の
か
悩
む
事
が
多
か
っ
た
が
、

こ
の
講
座
を
聞
い
て
本
当
に
良
か
っ

た
な
ど
、
好
評
で
あ
り
ま
し
た
。
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８
月
６
日
、
木
ノ
下
小
学
校
で

父
親
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
や
食

育
を
通
し
た
父
親
同
士
の
交
流
を

目
的
に｢

中
華
上
海｣

経
営
者

(

炎

の
料
理
人)

の
久
保
田
和
男
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
中
華
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
庭
で
も
簡
単
に
作

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
と
い
う
こ
と
で
、

料
理
実
習

｢

中
華
料
理
体
験
と
試

食｣

と

｢

食
育｣

に
つ
い
て
の
講

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
、
あ
ま
り
一
緒
に
料
理
を

す
る
時
間
が
持
て
な
い
親
子
も
、

こ
の
時
ば
か
り
は
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
協
力
し
て
作
っ
て
お
り
、

料
理
を
通
し
て
子
ど
も
と
ふ
れ
あ

い
、
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
し
た
父
親
同
士
で

子
育
て
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
が
で
き
、
本
当
に
有
意
義
な
講

座
で
し
た
。

最
後
は
完
成
し
た
餃
子
や
チ
ャ
ー

ハ
ン
な
ど
を
和
気
あ
い
あ
い
と
食

べ
て
講
座
を
終
了
し
ま
し
た
。
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・
回
数
／
４
回

・
対
象
／
妊
婦
と
そ
の
夫

・
内
容
／
沐
浴
実
習
、
歯
科
検
診

講
話

$
%
�
&
'
(
)
�


�
�
�

・
回
数
／
９
回

・
対
象
／
保
育
園
児
の
保
護
者

・
内
容
／
講
話
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク

*
	


�
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�
�
�

・
回
数
／
６
回

・
対
象
／
小
学
校
４
・
５
年
生
と

保
護
者

・
内
容
／
い
の
ち
の
お
話
し

た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て

+
,
-
�
�
.
/
0
�


�
�
1
�
�

・
回
数
／
４
回

・
対
象
／
中
学
校
１
・
２
年
生

・
内
容
／
思
春
期
の
心
と
体

た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て

2
�
�
�
�

・
回
数
／
３
回

・
対
象
／
父
親
と
小
学
生

・
内
容
／
親
子
料
理
教
室

親
子
で
昔
の
お
も
ち
ゃ

づ
く
り
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地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
は
、

近
年
の
青
少
年
に
関
す
る
事
件
等

に
対
応
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

か
つ
安
全
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き

る
居
場
所
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
方
々
が
子
ど
も
た
ち
の
活

動
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
事
業
で
す
。
文
部
科
学
省

に
よ
り
平
成
16
年
度
か
ら
全
国
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
本
村
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
伝
承
館
に｢

大
杉
っ

子
教
室｣

、
中
央
公
民
館
に

｢

わ

く
わ
く
っ
子
教
室｣

、
向
山
児
童

館
に

｢

太
陽
っ
子
教
室｣

を
設
置

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
行
わ
れ
る
様
々
な
体
験

活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

�
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10
月
22
日
、
講
師
に
Ｃ
Ａ
Ｐ
の

橘
昭
子
さ
ん

(

木
ノ
下
在
住)

を

招
き
、｢

子
ど
も
・
女
性
１
１
０

番
っ
て
な
あ
に｣

を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
事
前
に
下
田
小

学
校
区
に
あ
る
子
ど
も
・
女
性
１

１
０
番
の
家
を
確
認
し
た
上
で
、

不
審
者
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
と

き
の
対
処
法
を
学
び
ま
し
た
。
お

な
か
に
し
っ
か
り
と
力
を
入
れ
、

大
き
な
声
で
助
け
を
呼
ん
だ
り
、

不
審
者
の
服
装
や
車
の
特
徴
、
色
、

ナ
ン
バ
ー
を
覚
え
る
な
ど
、
迫
力

満
点
の
寸
劇
を
通
じ
て
し
っ
か
り

と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※
Ｃ
Ａ
Ｐ
…Child

Assault

Prevention

子
ど
も
へ
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
許

さ
な
い
安
全
な
社
会
を
創
る
こ

と
を
目
指
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

�
�
	
�
	
�
�
�
�
�

10
月
１
日
と
15
日
の
２
回
、
大

杉
っ
子
教
室
、
太
陽
っ
子
教
室
と

合
同
で
、
聖
福
寺

(

阿
光
坊)

に

出
向
い
て
の

｢

座
禅
教
室｣

を
行

ま
し
た
。
講
師
は
副
住
職
の
小
坂

義
道
さ
ん
で
す
。

小
坂
さ
ん
か
ら
仏
像
や
座
禅
に

つ
い
て
、
そ
し
て
ご
自
身
が
若
い

頃
に
修
行
し
て
い
た
頃
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
交
え
て
の
お
話
を
い
た

だ
い
た
後
、
座
禅
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
１
回
目
は
少
し
の
時
間
で
も

座
る
こ
と
を
苦
痛
に
思
う
子
ど
も

も
い
た
よ
う
で
す
が
、
２
回
目
で

は
落
ち
着
い
て
座
禅
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

�


�
�
�
�
�
�

11
月
５
日
、
蛯
原
實
さ
ん

(

青

葉
在
住)

を
講
師
に
招
き
、｢

紙

飛
行
機
づ
く
り｣

を
行
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
思
い
思
い
の
絵
を
描

い
た
り
色
を
ぬ
っ
た
り
し
て
、
自

分
だ
け
の
紙
飛
行
機
を
つ
く
り
、

上
手
に
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
紙
飛
行
機
を
使
っ

て
、
大
き
さ
の
違
う
穴
に
点
数
を

つ
け
て
、
高
い
点
数
の
ボ
ー
ド
を

め
が
け
て
飛
ば
す
紙
飛
行
機
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
ハ
ン
デ
ィ
な
し
で
競
い

合
い
、
低
学
年
に
負
け
て
悔
し
が

る
高
学
年
の
子
も
い
ま
し
た
が
、

楽
し
く
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

町
民
の
自
主
学
習
へ
の
支
援
と
、

生
涯
楽
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

｢

下
田

ワ
イ
ワ
イ
講
座

(

１
年
間
支
援
事

業)｣

は
、
新
規
グ
ル
ー
プ
の

｢

親
子
英
会
話
サ
ー
ク
ル

(

田
中

広
恵
代
表)｣

を
支
援
し
ま
し
た
。

同
会
は
英
会
話
や
国
際
交
流
活

動
を
と
お
し
て
、
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
五
十
嵐
歌
寿
子
さ
ん

(

緑
ヶ
丘
在
住)

を
講
師
に
、
年

間
６
回
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
、
ま
す
ま
す
の
学
習
活

動
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
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文
化
の
日
の
11
月
３
日
に
あ
わ

せ
、
町
文
化
に
関
す
る
表
彰
式
を

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
し
、
今
年
度
は
文
化
功
労
賞
一

人
、
文
化
奨
励
賞
二
人
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

文
化
功
労
賞
に
は
、
町
文
化
協

会
会
長
を
発
足
か
ら
現
在
ま
で
の

14
年
間
務
め
て
い
る
ほ
か
、
詩
吟

愛
好
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
町

文
化
協
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

大
久
保
巳
良
さ
ん
。
奨
励
賞
に
は
、

町
の
山
野
草
の
普
及
と
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
、
町
盆
栽
・
山
草
愛
好

会
会
長
の
蛯
名
幸
政
さ
ん
と
、
町

の
舞
踊
の
普
及
と
振
興
に
貢
献
さ

れ
た
、
町
民
舞
愛
好
会
会
長
の
玉

川
敏
子
さ
ん
の
二
人
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
が
、
今
後
ま

す
ま
す
町
文
化
発
展
の
た
め
、
そ

の
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
活
か
し

て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

｢

平
成
17
年
度
上
北
郡
連
合
Ｐ

Ｔ
Ａ
研
究
大
会
第
44
回
下
田
町
大

会｣

が
11
月
27
日
、
町
民
交
流
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。上

北
郡
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ

(

山
崎
博

勝
会
長
／
町
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長)

の
主
催
。
当
町
で
開
催
す
る
の
は

11
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
で
、
大
会

内
容
の
企
画
か
ら
準
備
、
当
日
の

運
営
、
後
片
付
け
ま
で
、
町
内
小
・

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
約
40
名
の
実
行
委

員
を
中
心
に
、
保
護
者
と
学
校
が

連
携
し
た
一
大
事
業
と
し
て
、
全

員
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ま
れ
ま
し

た
。

｢

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど

も
の
育
成
を
め
ざ
し
て｣

を
大
会

主
題
に
、
午
前
中
は
二
つ
の
分
科

会
に
お
い
て

｢

学
校
と
地
域
の
連

携
方
法｣

や

｢

学
校
と
家
庭
・
地

域
が
連
携
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動｣

を
、

実
践
事
例
を
基
に
意
見
交
換
し
ま

し
た
。
午
後
は

｢

子
育
て
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ト
ー
ク

(

父
親
・
母
親
の

大
事
さ)｣

と
題
し
て
、
サ
エ
ラ

の
菊
池
由
利
子
さ
ん
と
高
橋
朋
子

さ
ん
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
桜
田
ま
こ
と
さ
ん
が
歌
や
演
奏

を
交
ぜ
、
子
育
て
に
つ
い
て
語
り

ま
し
た
。

上
北
郡
全
域
の
約
６
０
０
名
の

参
加
者
は
、
子
育
て
を
真
剣
に
考

え
、
そ
の
疲
れ
を
一
時
癒
す
、
有

意
義
な
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

11
月
28
日
、
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
下
田
ふ
る
さ
と
学
習
塾
閉
講
式

及
び
第
５
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

閉
講
式
で
は
、
今
年
度
の
修
了

者

(

５
講
座
中
４
講
座
以
上
受
講

し
た
方)

を
代
表
し
、
笹
井
隆
吉

さ
ん

(

錦
ケ
丘
在
住)

へ
村
上
教

育
長
よ
り
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
第
５
講
座
で
は
、

読
売
テ
レ
ビ
解
説
委
員
の
辛
坊
治

郎
さ
ん
を
講
師
に
、｢

報
道
の
現

場
か
ら｣

と
題
し
て
の
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
取

材
方
法
な
ど
を
例
に
、
多
種
多
様

な
情
報
が
飛
び
交
う
現
代
だ
か
ら

こ
そ
、
そ
の
情
報
の
正
否
を
問
い

な
が
ら
、
情
報
を
取
捨
選
択
す
る

能
力
が
重
要
と
な
る
こ
と
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
で
下
田
ふ
る
さ
と
学
習

塾
は
13
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
全

５
講
座
で
の
受
講
者
延
べ
数
は
１,

４
１
３
人
、
う
ち
修
了
者
は
１
３

７
人
と
、
前
年
度
に
引
続
き
町
民

の
高
い
学
習
意
欲
が
伺
え
る
結
果

で
し
た
。

こ
の
学
習
塾
は
、
受
講
者
が
楽

し
み
な
が
ら
、
著
名
な
講
師
の
講

演
に
よ
り
見
識
を
広
げ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
司
会
や
講
師

紹
介
、
講
師
選
定
な
ど
、
講
座
を

運
営
す
る
運
営
委
員
が
体
験
学
習

と
し
て
自
ら
を
高
め
て
い
く
こ
と

も
ま
た
大
き
な
目
的
の
ひ
と
つ
で

す
。生

涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
の

大
き
な
柱
で
あ
る
ふ
る
さ
と
学
習

塾
は
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
学
習

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
明
る

く
楽
し
く
自
主
的
に
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る

｢

楽
習｣

活
動
の
一
つ
と

し
て
、
合
併
後
も
一
層
内
容
を
充

実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

�

���
���
���
���
���
���
���
���
			




���

���
���
���
���




���
���
���
���
���
���

��������	
��
�
���	
�
����	
�


			
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

���
���
���
���
���
   
!!!
"""
###
���
$$$
���

������������� !

%%%
&&&
'''
���
(((
)))

���
***
+++
,,,
���




���
���
---
...
���

"#$%&'(&�)*+,�	

�
�
�
�
�

�
�

�
	




�

�



�

�
�

�
�

��
�

	



�

�



�

�
�



�



������������

11
月
28
日
か
ら
５
日
間
の
ワ
ー

ド
講
習
、
12
月
２
日
か
ら
５
日
間

の
年
賀
状
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
生
涯
楽
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の

三
浦
牧
子
さ
ん
。
受
講
生
一
人
ひ

と
り
へ
の
て
い
ね
い
な
説
明
と
明

朗
軽
快
な
ト
ー
ク
で
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
の
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

ワ
ー
ド
講
習
で
は
、
文
字
入
力

や
基
礎
的
な
文
書
作
成
を
学
習
し

ま
し
た
。
ま
た
、
年
賀
状
作
成
で

は
、
受
講
生
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思

い
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
年
賀
状
を
手

に
し
て
い
ま
し
た
。

ハ
ー
ト
ピ
ア
し
も
だ
音
楽
の
夕

べ

｢

弦
楽
四
重
奏

ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
コ

ン
サ
ー
ト｣

を
12
月
９
日
、
町
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
事
業
は
、
中
央
の
優
れ
た

芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
芸
術

文
化
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

バ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ビ
オ

ラ
に
よ
る
優
雅
な
音
色
で
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
は
も
ち
ろ
ん
、
ポ
ッ
プ
ス

や
童
謡
な
ど
の
演
奏
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
童
謡
で
は
昔
な
つ
か
し
い

｢

ふ
る
さ
と｣

や｢

リ
ン
ゴ
の
唄｣

の
演
奏
に
合
わ
せ
、
観
客
も
一
緒

に
歌
い
な
が
ら
、
心
安
ら
ぐ
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

12
月
11
日
、
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
平
成
17
年
度
下
田
町

青
少
年
育
成
町
民
大
会
が
開
催
さ

れ
、
出
席
者
約
１
８
０
名
が
あ
ら

た
め
て
青
少
年
の
健
全
育
成
を
誓

い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
町
民
会
議
の
工
藤

会
長
が

｢

今
、
日
本
各
地
で
幼
い

子
ど
も
の
殺
害
事
件
が
起
き
て
お

り
、
痛
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。
家

庭
や
学
校
、
そ
し
て
地
域
が
一
体

と
な
り
事
件
か
ら
青
少
年
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う｣

と
あ
い
さ
つ

し
、
続
い
て
、
家
庭
の
日
に
関
す

る
標
語
入
賞
者
の
表
彰
、
子
ど
も

安
全
サ
ポ
ー
ト
推
進
モ
デ
ル
事
業

の
活
動
発
表
、
中
学
生
海
外
派
遣

参
加
者
の
体
験
報
告
、
防
犯
弁
論

大
会
出
場
者

(

中
学
生)
の
作
文

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
は
、

(

有)

ウ
ィ
ル
ビ
ー
代
表
取
締
役
・

劇
団
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
―
Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
―
Ｃ

Ｌ
Ｕ
Ｂ
代
表
の
志
村
尚
一
氏
が

｢

魅
力
あ
ふ
れ
る
家
庭
・
地
域
づ

く
り
、
ま
ず
は
一
人
一
人
の
キ
ラ

め
き
か
ら｣

と
題
し
講
演
を
行
い
、

｢

真
剣
に
子
ど
も
た
ち
と
向
か
い

合
っ
て
話
す
時
が
き
て
い
る
。
い

ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
良

く
見
て
、
聞
い
て
、
気
付
き
、
相

手
を
思
い
や
り
、
理
解
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る｣

と
身
ぶ
り
手
ぶ

り
で
話
し
、
会
場
は
感
動
と
笑
い

の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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１
月
８
日(
日)

８
時
〜

�
�

介
護
老
人
保
健
施
設
し
も

だ
及
び
周
辺
道
路

�
�
�
	
�

�
�

１
月
８
日(

日)

10
時
〜

�
�

町
役
場
周
辺
及
び
町
民
交

流
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
	

総
務
課
消
防
係

℡
内
線
２
０
４

住
民
税
の
申
告
時
期
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。

町
で
は
、
２
月
13
日(

月)

か
ら

３
月
15
日(

水)

ま
で
申
告
書
の
記

載
指
導
及
び
申
告
相
談
を
行
い
ま

す
。

該
当
す
る
方
は
、
必
ず
申
告
し
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
地
区
ご
と
の
受
付
日
は
、

１
月
13
日
発
行
の
広
報
し
も
だ

｢

お
し
ら
せ
版
１
月
号｣

に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
下

田
町
に
住
所
を
有
す
る
方
。

※
今
年
か
ら
65
才
以
上
の
方
で
年

金
の
み
の
収
入
で
も
老
年
者
控
除

が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
年
金
収
入

額
が
１
５
８
万
円
以
上
で
所
得
税

が
源
泉
さ
れ
て
い
る
方
は
申
告
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
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①
平
成
17
年
中
の
所
得
が
給
与
所

得
だ
け
の
方
で
、
勤
務
先
の
事
業

所
で
年
末
調
整
済
み
で
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
。

②
税
務
署
へ
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
方
。
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①
給
与
収
入
や
年
金
収
入
の
み
方

は
、▲

平
成
17
年
分
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票

▲
平
成
17
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働

い
た
方
、

▲
平
成
17
年
分
配
分
金
支
払
証

明
書

③
事
業
所
得

(

営
業
・
農
業
・
不

動
産)

の
申
告
を
す
る
方
は
、
収

支
内
訳
書
を
作
成
し
、
収
入
証
明

書
や
経
費
の
領
収
書
と
帳
簿
等
を

持
参
の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
農
業
の
場
合
は
、

▲
水
稲
・
野
菜

(

畑
作
物)

の

収
入
金
額
の
わ
か
る
出
荷
証
明

書
、
若
し
く
は
出
荷
明
細
書
。

葉
た
ば
こ
、
乳
牛
の
収
納
代

金
精
算
書
等
。

▲
自
家
消
費
量
・
水
稲
共
済
金

受
取
り
明
細
票
・
作
業
受
託
料

▲
経
費
の
支
払
額
の
わ
か
る
種

苗
費
・
肥
料
費
・
薬
剤
費
・
修

繕
費
・
共
済
掛
け
金
・
水
利
費
・

作
業
委
託
費
・
精
米
所
費
・
臨

時
雇
い
費
・
支
払
小
作
料
・
農

業
用
機
械
購
入
等
の
領
収
書
等

④
一
時
所
得

◎
満
期
保
険
金
が
あ
っ
た
場
合

は
、支
払
保
険
金
等
の
お
知
ら
せ

⑤
土
地
・
株
式
等
の
譲
渡
所
得

◎
土
地
を
個
人
等
に
売
っ
た
方

は
、
売
買
契
約
書
と
印
紙
代
や

仲
介
手
数
料
な
ど
の
領
収
書
等

◎
土
地
を
役
場
や
新
幹
線
用
地

と
し
て
売
っ
た
場
合
は
、
公
共

事
業
資
産
の
買
取
り
等
証
明
書
等

◎
株
式
等
の
売
買
所
得
が
あ
る

方
は
、
特
定
口
座
年
間
取
引
報

告
書

⑥
控
除

◎
平
成
17
年
中
に
支
払
っ
た
国

民
年
金
保
険
料
・
国
民
健
康
保

険
税
・
介
護
保
険
料
・
農
業
者
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0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
�

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
及
び
共

済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る
老

齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
は
、
所
得
税
法
で
は
雑
所

得
と
さ
れ
所
得
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
国
民
年
金
、

厚
生
年
金
に
か
か
る
源
泉
徴
収
票

は
１
月
末
頃
ま
で
に
社
会
保
険
庁

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
複
数
の
年

金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
や
、
年

金
以
外
に
も
所
得
の
あ
る
方
は
確

定
申
告
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
に
も
医
療
費
等
の
控
除
を
受
け

る
方
は
、
こ
の
源
泉
徴
収
票
を
税

務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。源

泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
な
か
っ

た
り
紛
失
し
た
場
合
に
は
、
八
戸

社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

な
お
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金

な
ど
は
非
課
税
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
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20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
成
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
一
人
前
の
大
人
と
し
て
、

た
く
さ
ん
の
権
利
を
得
る
と
と
も

に
、
様
々
な
義
務
を
負
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
し

て
、
保
険
料
を
納
め
る
の
も
そ
の

義
務
の
１
つ
で
す
。

国
民
年
金
に
は
、
日
本
国
内
に

住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
、
支
え
あ
う
制
度
で
す
。
学
生

で
あ
っ
て
も
、
20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

役
場
町
民
課
、
国
民
年
金
担
当

窓
口
で
、
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

う
。
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G
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老
後
だ
け
で
な
く
万
が
一
の
時

に
も
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を

し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
の
が
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年

金
で
す
。

保
険
料
を
納
め
な
い
で
お
く
と
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
し
、
万
が
一
の
ケ
ガ

や
病
気
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
、

妻
と
子
を
残
し
て
夫
が
亡
く
な
っ

た
時
の
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

毎
月
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ

と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

納
付
に
は
納
め
忘
れ
を
防
げ
便

利
で
お
得
な
口
座
振
替
や
前
納
制

度
も
あ
り
ま
す
し
、
も
し
経
済
的

な
理
由
な
ど
で
納
付
困
難
な
方
は

免
除
制
度
、
30
歳
未
満
の
方
に
は

納
付
猶
予
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
請
は
役
場
町
民
課
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
へ
ど
う
ぞ
。
豊
か
な

老
後
の
た
め
、
そ
し
て
万
が
一
の

時
の
た
め
に
も
毎
月
の
保
険
料
を

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
	

・
町
民
課

℡
内
線
２
２
２

・
八
戸
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
１
７
８-

４
４-

１
７
４
２
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年
金
保
険
料
の
領
収
書

※
今
年
か
ら

｢

社
会
保
険
料(

国

民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書｣

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
17
年
中
に
支
払
っ
た
生

命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
・
個

人
年
金
支
払
証
明
書

◎
障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
交
付
さ
れ
て
い
る

障
害
者
手
帳
等
。

⑦
印
鑑

⑧
所
得
税
の
還
付
申
告
を
す
る
方

は
、
本
人
の
金
融
機
関
口
座
番
号
。

�
�
�
�
�
�
�

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
給
与

所
得
者
で
も
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
れ
ば
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

税
金
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

住
宅
を
新
築
、
購
入
し
た
り
中

古
住
宅
を
取
得
し
た
方
で
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

※
登
記
簿
謄
本
、
住
宅
取
得
資
金

に
係
る
借
入
金
の
残
高
証
明
書
等

添
付

�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

診
察
や
治
療
な
ど
で
、
一
定
額

以
上
の
医
療
費
を
負
担
し
た
場
合
。

▲
医
療
機
関
等
の
領
収
書

▲
高
額
医
療
費
支
払
通
知
書

▲
生
命
保
険
の
入
院
給
付
金
支

払
通
知
書
等

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

年
の
途
中
で
退
職
し
、
そ
の
後

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
年
末

調
整
を
受
け
な
か
っ
た
方
。

�
�
	
�
�
�


�
�


�
�

土
地
や
建
物
な
ど
を
お
売
り
に

な
っ
た
方
は
、
十
和
田
税
務
署
か

ら
相
談
に
つ
い
て
の
案
内
が
な
い

場
合
で
も
、
申
告
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。

�


�
�
�
�


�
�

３
月
１
日
の
合
併
後
に
お
い
て

も
、
下
田
町
の
町
民
の
方
の
申
告

受
付
場
所
は
、
下
田
町
役
場
の
み

と
な
り
ま
す
。

�
�
�


�
�
�
�
�


�
�

税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制
度

の
趣
旨
か
ら
確
定
申
告
書
等
の

｢

自
書
申
告｣

を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

税
務
署
に
お
い
て
も
、
申
告
会

場
を
設
け
て
、
ご
自
分
で
申
告
書

等
を
記
載
し
て
い
た
だ
く
相
談
体

制
を
採
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。な

お
、
作
成
し
た
申
告
書
等
は
、

郵
送
等
で
も
受
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
の
用
紙
は
、
１
月

24
日(

火)

以
降
に
役
場
税
務
課
に

も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

�
�
 
!
"

税
務
課

℡
内
線
２
３
０

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
親
子

で
楽
し
み
、
運
動
不
足
を
解
消
し

ま
せ
ん
か
。

#
$

１
月
９
日(

月)９
時
〜
12
時

%
&

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

'
(

町
内
小
学
生
と
そ
の
家
族

�
!
�
"
#
$
�
�
�
�
 

下
田
町
生
ま
れ
の
フ
ァ
イ
ン
ボ
ー

ル
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

初
心
者
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

#
$

１
月
11
日(

水)
９
時
〜
12
時

・
フ
ァ
イ
ン
ボ
ー
ル
講
習
会

・
子
供
フ
ァ
イ
ン
ボ
ー
ル
大
会

%
&

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

'
(

町
民

(

中
学
生
以
下)

�
�
 
!
"

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
７
８-

５
６-

４
７
１
１
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国
保

(

国
民
健
康
保
険)

は
、

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
備
え

て
、
加
入
し
て
い
る
人
た
ち
が
お

金
を
出
し
合
い
、
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

�
�
�
�
�
�

国
保
を
運
営
す
る
の
は
、
私
た

ち
の
住
む
市
町
村
で
、
こ
れ
を

｢

保
険
者｣

と
い
い
ま
す
。
そ
し

て
、
国
保
に
加
入
す
る
人
を

｢

被

保
険
者｣

と
い
い
ま
す
。｢

被
保

険
者｣

の
納
め
る
保
険
税
や
、
国

な
ど
か
ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て
、

国
保
は
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
 
!
"

保
健
福
祉
課

℡
内
線
２
２
５
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平
成
18
年
４
月
か
ら
、
町
内
の

保
育
所
や
保
育
園
に
入
所
を
希
望

さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
入
所
申
請
を

次
の
と
お
り
受
付
し
ま
す
。

�
�
�
�

保
護
者
が
仕
事
や
病

気
な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
保
育
で

き
な
い
未
就
学
児

�
�
�
�

１
月
10
日

(

火)

〜

２
月
３
日

(

金)

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

�
�
	
�

９
時
〜
16
時

�
�


�

保
健
福
祉
課
、
各
保

育
所
、
保
育
園

�
�


�

下
田
保
育
所

30
人

本
村
保
育
所

30
人

三
田
保
育
園

80
人

お
お
ぞ
ら
保
育
園

90
人

錦
ヶ
丘
保
育
園

60
人

菜
の
花
保
育
園

120
人

※
下
田
保
育
所
・
本
村
保
育
所
は

４
月
１
日
か
ら
民
営
化
し
ま
す
。

保
育
所
名
は
ま
だ
決
定
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
申
し
込
み
用
紙
に
は

下
田
保
育
所
ま
た
は
本
村
保
育
所

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

・
申
請
書

・
印
鑑

・
家
庭
状
況
調

・
平
成
17
年
分
源
泉
徴
収
票(

写)

・
平
成
17
年
１
月
１
日
以
降
に
下

田
町
に
転
入
し
て
き
た
方
は
、

前
住
所
地
か
ら
の
市
町
村
民
税

の
課
税
証
明
書
ま
た
は
課
税
額

の
わ
か
る
も
の

・
確
定
申
告
を
す
る
方
は
、
申
告

書
の
控
え

(

随
時
保
健
福
祉
課

で
受
け
付
け
ま
す)

※
ま
た
、
入
所
の
理
由
が
次
の
よ

う
な
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
両
親
が
勤
め
て
い
る

就
労
証

明
書
ま
た
は
健
康
保
険
証

(

自

分
で
保
険
を
か
け
て
い
る
方
で
、

国
保
以
外
の
方
の
場
合)

・
産
前
産
後

母
子
健
康
手
帳

・
保
育
者
が
病
気

医
師
の
証
明
書

・
農
業
従
事
者

民
生
委
員
の
証

明
書

�
�
�

・
町
外
の
保
育
所
や
保
育
園
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
保
健
福
祉

課
で
受
付
し
ま
す
。

・
６
月
に
所
得
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
の
で
、
保
育
料
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
保
育
者
が
求
職
中
の
場
合
は
、

職
業
安
定
所
で
発
行
し
て
い
る

求
職
受
付
票
を
３
ヵ
月
に
１
回

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
保
育
料
の
口
座
引
き
落
し
も
行
っ

て
い
ま
す
。
申
し
込
み
用
紙
は

各
保
育
園
、
役
場
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
 
!

保
健
福
祉
課

℡
内
線
２
５
６

町
で
は
、
万
全
を
期
し
て
除
雪

作
業
を
行
い
ま
す
が
、
完
全
に
予

測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
天
候
と

の
闘
い
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
通
学
路
や
交
通
量
の
多

い
幹
線
道
路
な
ど
を
優
先
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

"
#
$
%

①
除
雪
作
業
中
は
、
除
雪
車
の
30

メ
ー
ト
ル
以
内
に
近
寄
ら
な
い
。

②
右
側
走
行
除
雪
も
行
う
の
で
注

意
す
る
こ
と
。

③
路
上
で
車
が
故
障
し
た
ら
目
印

(

赤
旗
等)

を
立
て
る
。

④
路
上
で
の
ソ
リ
遊
び
な
ど
は
し

��
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�
�
�
�
�

今
年
は
11
月
ま
で
に
、
十
和
田

地
域
広
域
事
務
組
合
管
内
で
収
集

車
の
火
災
が
３
件
発
生
し
ま
し
た
。

下
田
町
で
も
平
成
15
年
に
、
若
葉

と
鶉
久
保
で
立
て
続
け
に
２
件
の

収
集
車
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
怪
我
人
も
な
く
、

大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

大
変
危
険
で
す
。

そ
の
原
因
は
、｢

使
い
捨
て
ラ

イ
タ
ー｣

｢

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ｣

｢

ス
プ
レ
ー
缶｣

で
す
。

使
い
切
っ
て
い
な
い�

�
�
�

�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
(

酷
い
も
の

は
見
え
な
い
よ
う
に
隠
し
て)

入

れ
ら
れ
て
い
た
た
め
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

ガ
ス
が
残
ら
な
い
よ
う
に
使
い

切
っ
た
あ
と
で

｢

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー｣

は

�
�
	
�
�


�
�

｢

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ｣

｢

ス
プ

レ
ー
缶｣

は�
�
�
�
�
�
�
�

�


�
�
�
�

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

｢

ご
み
分
別
な
ど
の
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
。｣

こ
と
が

｢

あ
な
た
が

出
し
た
ご
み
が
誰
か
を
傷
つ
け
る
。｣

と
い
う
可
能
性
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
・
・
・

�
�
�
 
!

町
民
課

℡
内
線
２
２
３



�� �� �� ��

な
い
。

�
�
�

①
道
路
に
は
み
出
し
て
い
る
木
の

枝
、
雑
木
を
切
り
払
い
し
て
く

だ
さ
い
。

②
路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

③
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。

④
道
路
に
木
材
等
を
は
み
出
し
て

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑤
除
雪
さ
れ
た
雪
が
住
宅
入
口
に

溜
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
迷
惑
で
も
個
々
で
排
雪
し
て

く
だ
さ
い
。(

道
路
に
は
出
さ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。)

⑥
砂
利
道
の
除
雪
の
際
、
田
畑
等

に
砕
石
が
入
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

建
設
課

℡
内
線
２
１
２

｢

一
つ
の
ホ
ラ
が
地
域
の
夢
に｣

を
テ
ー
マ
に
地
域
の
夢
や
将
来
を

語
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
楽
し
く
す

る
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
い
う
こ
と

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

｢

新
春
！
う

そ
八
百
・
ほ
ら
吹
き
大
会｣

。
今

回
は

｢

新

『

お
い
ら
せ
町』

の
ま

ち
づ
く
り
構
想｣

を
題
材
に
開
催

し
ま
す
。

�
	

１
月
15
日

(

日)

13
時
〜



�

百
石
町

み
な
く
る
館

�





５
０
０
円

(

高
校
生
以
下
無
料)

※
百
石
町
の
特
産
品
が
当
た
る
お

楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�

百
石
町
役
場

企
画
政
策
課

℡
０
１
７
８－

５
２－

２
１
１
１

真
冬
の
大
自
然
の
中
で
歩
く
ス

キ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
雪
国
の

良
さ
を
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

�
�

２
月
11
日(

土)

、

12
日(

日)

１
泊
２
日

�
�

11
日(

土)13
時
〜
13
時
30
分



�

小
川
原
湖
青
年
の
家
及
び

そ
の
周
辺

�
�

ス
キ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

(

歩
く
ス
キ
ー)

�
�
�
�

一
般
50
名

(

中
学
生
以
下
引
率
者
必
要)

�
�
�

２
�

５
０
０
円

※
２
月
11
日

(

土)

に
大
人
対
象

の
交
流
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
参
加
希
望
者
は
受
付
時
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日

交
流
会
費
１
�

０
０
０
円
徴
収
い

た
し
ま
す
。

�
�
�

ス
キ
ー
一
式
、
防
寒
具
、

着
替
え
、
室
内
用
ズ
ッ
ク
、
洗

面
用
具

※
な
お
、
貸
出
用
ス
キ
ー
も
用
意

し
て
あ
り
ま
す
が
、
数
、
サ
イ
ズ

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
借

り
に
な
る
場
合
は
、
サ
イ
ズ
等
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

２
月
６
日

(

月)

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
２
月
７
日(

火)

ま
で

(

８
日
以
降
は
キ
ャ
ン
セ
ル

代
が
か
か
り
ま
す)

 
!
"

傷
害
保
険
等
は
自
己
加

入
願
い
ま
す
。

�
�
�
�
�

公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家

℡
０
１
７
６－
５
６－

２
３
９
３

FAX
０
１
７
６－

５
６－
５
０
４
２

o-seinen@smile.ocn.ne.jp

〒
０
３
９－

２
４
０
２

上
北
郡
東
北
町
大
字
大
浦
字
道
の

下
１
０
４－
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�
�
�

・
日
時

２
月
16
日

(

木)

午
前
の
部

10
時
〜

午
後
の
部

14
時
〜

・
場
所

北
斗
高
校
八
戸
中
央
分
室

(

八
戸
市
諏
訪
一
丁
目
２－

17)

※
希
望
す
る
方
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

自
学
を
基
本
と
し
、
レ
ポ
ー
ト

(

課
題)

作
成
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ

(

面
接
授
業)

を
中
心
に
学
習
し

ま
す
。(

ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
、
日

曜
・
水
曜
の
ど
ち
ら
か
に
出
校)

�
	


�

・
新
入
生

２
月
28
日

(

火)

〜
３
月
31
日

(

金)

・
転
編
入
生

２
月
28
日

(

火)

〜
３
月
17
日

(

金)

※
い
ず
れ
も
願
書
は
、
八
戸
中
央

高
校
分
室
に
あ
り
ま
す
。

�


�転

編
入
の
場
合
、
前
籍
校
で
修

得
し
た
単
位
も
卒
業
単
位
と
し
て

認
定
し
ま
す
。

３
年
間
で
卒
業
が
可
能
で
す
。

�
�
�
�
�

北
斗
高
校
八
戸
中
央
高
校
分
室
教
務
係

℡
０
１
７
８－

２
２－

２
０
３
９

県
で
は
、
不
妊
に
悩
む
夫
婦
等

を
対
象
に
、
専
門
の
医
師
等
に
よ

る
相
談
・
指
導
、
不
妊
治
療
の
正

し
い
知
識
や
最
新
の
治
療
法
の
紹

介
な
ど
を
行
う
不
妊
専
門
相
談
セ

ン
タ
ー
を
弘
前
大
学
医
学
部
附
属

病
院
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
体
外
受
精
・
顕
微
授
精

の

｢
特
定
不
妊
治
療｣

を
受
け
た

方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め

｢

青
森
県
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

不
妊
専
門
相
談
は
無
料
で
す
が

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

不
妊
治
療
費
の
助
成
に
は
所
得
制

限
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
県
こ
ど
も
み
ら
い
課
又
は
三
戸

地
方
健
康
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

・
県
こ
ど
も
み
ら
い
課

℡
０
１
７－

７
３
４－

９
３
０
３

・
三
戸
地
方
健
康
福
祉
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
保
健
部

℡
０
１
７
８－

２
７－

５
１
１
１

産
業
廃
棄
物
税
は
、
産
業
廃
棄

物
の
発
生
の
抑
制
及
び
そ
の
減
量

化
、
再
生
利
用
そ
の
他
適
正
処
理

の
促
進
に
関
す
る
施
策
に
要
す
る

費
用
に
充
て
る
た
め
、
最
終
処
分

場
へ
の
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
に
対

し
、
最
終
処
分
業
者
へ
そ
の
産
業

廃
棄
物
の
最
終
処
分
を
委
託
し
た

者
及
び
自
ら
そ
の
産
業
廃
棄
物
の

最
終
処
分
を
行
う
者
に
課
税
し
ま

す
。

�
�


�
�

最
終
処
分
場
へ
搬
入
す
る
産
業

廃
棄
物

�
�
�
�

①
最
終
処
分
を
委
託
す
る
場
合

最
終
処
分
の
委
託
者

(

排
出
事

業
者
ま
た
は
中
間
処
理
業
者)

②
自
ら
最
終
処
分
を
行
う
場
合

最
終
処
分
を
行
う
者

�
�
�
�

産
業
廃
棄
物
の
重
量
１
ト
ン
に

つ
き
１
�

０
０
０
円

�
�
�
�
�

①
最
終
処
分
を
委
託
す
る
場
合

最
終
処
分
業
者
が
特
別
徴
収
義

務
者
と
な
り
、
産
業
廃
棄
物
の
最

終
処
分
の
委
託
を
し
た
者
か
ら
産

業
廃
棄
物
税
を
受
け
取
り
、
毎
月

１
ヵ
月
分
を
取
り
ま
と
め
て
、
翌

月
末
日
ま
で
に
、
県
税
事
務
所
に

申
告
納
入
し
ま
す
。

②
自
ら
最
終
処
分
を
行
う
場
合

自
ら
設
置
す
る
最
終
処
分
場
で

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
を
す
る

事
業
者
が
、
毎
月
の
産
業
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
へ
の
搬
入
量
を
取

り
ま
と
め
、
そ
の
搬
入
量
に
応
じ

た
税
額
を
計
算
し
、
翌
月
末
日
ま

で
に
、
県
税
事
務
所
に
申
告
納
入

し
ま
す
。

�
�
�
�
�

十
和
田
県
税
事
務
所
課
税
課

℡
０
１
７
６－

２
２－

８
１
１
１

内
線
２
０
８
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Happy New Year everybody！
皆さん､ 新年おめでとうございます！

How are you keeping these cold winter days? At New Years time many people make their resolutions and plans
for the year. Stopping smoking, losing weight, saving money or traveling somewhere are the most popular
resolutions. Did you achieve your last year's goals? Good luck with this year's resolutions.
とても寒い冬ですが､ ご機嫌いかがですか？正月に､ 今年の抱負を決める人はたくさんいることでしょう｡ タバコを
やめる､ 痩せる､ 貯金する､ または旅行するなどといった内容が多いようです｡ 去年の抱負はどうでしたか？今年の抱
負を達成できるようがんばってください｡

We here at the international coordination section have a lot of plans as well for 2006. This March 1st,
Shimoda Town is merging with Momoishi Town and together they will become “Oirase Town”. The new town will
have a population of approximately 25,000 so the opportunities for international events will increase over
previous years. If you have any suggestions for any events please let us know.
下田町国際交流担当課での2006年の企画をたくさん予定しています｡ 今年３月１日に下田町と百石町が合併し“おい
らせ町”になります｡ 新しい町の人口は約25,000人､ 今まで以上に国際交流イベントの機会は増えると思います｡ もし､
イベントの提案があったらぜひ連絡してください｡

Late in November last year the Misawa Strikers team came to Shimoda
Park and played soccer with Kinainai Elementary soccer team. Two games
were played in good weather and afterwards the Kinainai mothers kindly
provided Curry Rice and Senbei Soup to the children. All the children
enjoyed the soccer and international fellowship very much. We want to
see more interchanges held this year, not just sports but also cul-
tural exchanges.
去年の11月下旬に下田公園での小学生国際交流サッカー試合がありました｡

木内々小学校サッカー部と三沢基地ストライカーズが､ いい天気のなか２試合を行いました｡ 試合後､ 木内々小のお母
さんたちが親切に､ カレーライスとせんべい汁を皆さんにふるまっていました｡ 子どもたちは､ 試合と交流会をとても
楽しんでいました｡ 今年､ 国際交流イベントをもっとやりたいです｡ スポーツだけではなく文化の交流も｡

Finally we wish you all a happy and healthy 2006. If you need a break from being inside all day, how about
taking some bread to the swans at Magi Pond? They'll happily eat your unwanted bread. They aren't trying to
lose weight!
終わりに､ 皆さんが幸せと元気な2006年となるよう祈っています｡ ずっと家の中にいて飽きたら､ パンを持参し間木
堤の白鳥に会いに行ってみてはいかがですか｡ 白鳥は､ 喜んであなたの余ってるパンを食べるので｡ 白鳥は痩せたくな
いんですよ！
����� 企画財政課 国際交流係 Phone(TEL)0178-56-2111 Ext(内線)208

E-mail : kikakuzaisei@town.shimoda.aomori.jp
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岩手県遠野市では､ ｢遠野物語｣ を題材とした市民手作りのステージ ｢遠野物語ファンタジー｣ を毎年開
催し､ 市民 (小学生・中学生・各種団体等) が一丸となり力を合わせてひとつのステージを完成させていま
す｡ そこで､ 下田町まちづくり推進協会では､ このステージを見学してまちづくりに役立ててみようと､ 事
業を企画しました｡ どうぞ皆さん､ ご応募ください！
	 
 ２月４日(土)､ ５日(日) １泊２日
��
 岩手県遠野市
��� 3,000円 (一日目､ 昼食代を除く)

(但し､ 過去に参加した事のある人は10,000円
の負担となります｡ )

���� 概ね16才以上の町民
���� 17人 (申込み多数の場合は､ 当協会で選考

しますのでご了承願います｡ )
���� 移動公民館車使用
��	� １月20日(金)
�������� 下田町まちづくり推進協会事務局(企画財政課内) TEL内線208
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【所得税】
平成17年分の所得税の確定申告は､ 平成18年２月16日 (木) から同年３月15日 (水) までです｡
ただし､ 還付申告の方は２月15日 (水) 以前でも申告書を提出することができます｡

【消費税及び地方消費税】
個人事業者の平成17年１月１日から同年12月31日の課税期間に係る消費税及び地方消費税の確定申告は､ 平成18
年３月31日 (金) までです｡
※３月に入りますと､ 税務署は大変混み合います｡ 申告はお早めにお済ませください｡

� �������������������������
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｢申告所得税｣ ｢消費税及び地方消費税 (個人事業者)｣ の納税には､ 振替納税をご利用ください｡ ご指定の口座

から振替日に自動的に引き落としされますので､ 納税の都度､ 金融機関 (銀行､ 郵便局等) へお出かけになる必要
がありません｡ また､ 一度手続きされますと､ 翌年以降の手続きは不要です｡
※手続きについてのご相談は 十和田税務署 管理徴収部門 (TEL0176-23-3152) まで｡

2 ���3456789:
【公的年金等控除の改正】
雑所得の金額の計算上､ 公的年金等の収入金額から控除される公的年金等控除額のうち､ 年齢65歳以上の者に対
して上乗せして適用される部分が廃止されましたが､ 最低控除額70万円については､ 年齢65歳以上の者について50
万円加算し､ 120万円とされました｡
【老年者控除の廃止】
老年者控除が廃止されました｡

; ���3456789:
【事業者免税点の改正】
個人事業者は平成17年分から (法人は平成16年４月１日以後開始する課税期間から) 事業者免税点の上限が､
3,000万円から1,000万円に引き下げられました｡
個人事業者の方で平成15年分の課税売上が1,000万円を超える方は､ 平成17年分から消費税の確定申告をする必
要があります｡
消費税の課税事業者となる個人事業者及び法人は､ ｢消費税課税事業者届出書｣ の提出が必要です｡ また､ 消費
税法に基づく帳簿の記載や請求書等の保存が必要です｡

【簡易課税制度の改正】
簡易課税制度の適用上限が､ ２億円から5,000万円に引き下げられました｡
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くしゃみや発熱など､ 症状が風邪に似ているものもありますが､ インフルエンザは高熱や頭痛､ 筋肉痛
や全身のだるさが風邪より強く現れます｡ 特に発熱は39度にも上がり､ 数日続きます｡ また､ 全身症状が
起こったあとに､ 喉の痛みやせきなどの呼吸器系の症状が現れるようになります｡

� !"� 保健福祉課 保健師 TEL内線224
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+ , インフルエンザウイルス 種々のウイルス､ 細菌など

- . / 非常に強い 一般的に弱い

0 1 2 3 ２日前後 数日

! 4 5 肺炎など まれ

56	78 高熱､ 頭痛､ 筋肉痛などの全身症状 くしゃみ､ 鼻水､ 発熱
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